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横浜駅至近の視認性高い場所に開発

賃
貸
住
宅
と
ク
リ
ニ

ク
モ

ル
・
薬
局
を
複
合

（８）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　２月１７日　（月曜日）

　本計画は１階に薬局、２階～５階に診療所
が入居する医療系テナントスペース「メディ
カルスクエア鶴屋町」となり、６階～９階が
共同住宅（賃貸）の「メゾン鶴屋町」となる
複合施設です。横浜駅から徒歩５分の好立地
にたたずみ、駅前の華やかなにぎわいの終点
に位置します。薬局・診療所を訪れる人には
緊張感を無くし、共同住宅で暮らす人には安
心して帰れる落ち着いたおしゃれな存在を目
指し「日々の暮らしに温もりを・ホッとデザ
イン」をメインコンセプトとしました。
　外観は、白を基調とした爽やかな外壁にア
クセントカラーで木質とピンクベージュを掛
け合わせ、優しさと温もりを演出しています。
エントランス部分に杉板型枠コンクリートで
木目という自然の美しさをプラスしました。
基壇部から上階へ繋がる木質縦ルーバーは建
物の一体感を生み出す役割を担っています。
　共同住宅の内部は住まう人の色に染まるニ
ュートラルな空間を計画しました。どんな色
合いの家具にもなじみ、入居される方の好み
に合わせてコーディネートが可能です。
　このたびは設計担当者として本計画に携わ
れたこと、大変光栄に思います。また無事に
竣工を迎えることができたのは発注者である
安田倉庫様をはじめ、関係企業の皆さまの多
大なるご協力のたまものと深く感謝しており
ます。
　飛島建設株式会社　建築本部建築設計部
　意匠設計 　松井奈菜子
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■工事件名：（仮称）横浜市神奈川区鶴屋町２丁目－８計画
■建物名称：第８安田ビル
■工事場所：横浜市神奈川区鶴屋町２－－８
■発　注　者：安田倉庫株式会社
■設計監理：飛島建設株式会社一級建築士事務所
■施　　工：飛島建設株式会社
■敷地面積：．㎡

■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造
■階　　数：９階
■用　　途：店舗、診療所、共同住宅
■工　　期：年９月日～年月日

外観撮影：株式会社エスエス　西澤千星 自然の美しさを表現した杉板型枠コンクリート

住戸内

住宅部外廊下

　当社は、不動産事業としてオフィス賃貸、住宅賃
貸、ホテル・商業施設、駐車場、ビルメンテナンス
を手掛けています。この中で賃貸住宅については、
ピアシティ芝浦ハイツ（東京都港区）など東京地区
で２棟、横浜地区で鶴屋町ハイツ（横浜市神奈川区）
の１棟を所有して事業を展開してまいりました。
　今回完成した「（仮称）横浜市神奈川区鶴屋町２
丁目－８計画」は横浜駅から至近であり、道幅が
広い環状１号線に面した視認性の高い場所で賃貸住
宅戸を中心としたビルを開発したものです。
　建物名称は「第８安田ビル」となります。９階建

てのビルの１階に薬局、２～５階にクリニックモー
ルを配してこれを「メディカルスクエア鶴屋町」と
呼び、上層階となる６～９階の賃貸住宅「メゾン鶴
屋町」で構成する複合用途のビルとなっています。
　鶴屋町地区は、再開発に伴い地域住民が増加し、
地域活性化も見込まれています。そうした中で複合
用途となる当ビルの下層部に集客が期待できる薬局
とクリニックモールを設け、上層部を賃貸住宅とす
ることによって、安定性を重視した不動産事業が行
えるようにしました。

住宅銘板 クリニックモール銘板

住宅エントランス クリニックモールエントランス
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